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第４０回 原子力災害対策本部 

平成２８年５月３１日 

９：０９～９：１８ 

官 邸 ４ 階 大 会 議 室 

 

議事次第 

１．開会 

２．議事 

 （１）葛尾村・川内村・南相馬市における避難指示区域の解除について（案）（審議） 

 （２）避難指示解除と帰還に向けた取組（報告） 

３．内閣総理大臣あいさつ 

４．閉会 
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配付資料一覧 

議事次第 

資料１   葛尾村・川内村・南相馬市における避難指示区域の解除について（案） 

資料２   避難指示解除と帰還に向けた取組 

参考資料  原子力災害対策本部構成員 
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○菅内閣官房長官 ただいまから、第40回原子力災害対策本部を開催いたします。 

 本日は二つの議題がございます。一つ目は、「葛尾村・川内村・南相馬市の避難指示区

域の解除について」。二つ目は、「避難指示解除と帰還に向けた取組」についてでござい

ます。 

 それでは早速、「葛尾村・川内村・南相馬市の避難指示区域の解除について」審議いた

します。議第２「避難指示解除と帰還に向けた取組」についてもあわせて、林経済産業大

臣から説明をお願いいたします。 

 

（議題１・２） 

 

○林経済産業大臣 まずはじめに、議事１の「葛尾村・川内村・南相馬市の避難指示区域

の解除について」、御説明させていただきます。 

 資料１、「葛尾村・川内村・南相馬市の避難指示区域の解除について」を御覧ください。 

 葛尾村の居住制限区域及び避難指示解除準備区域を平成28年６月12日に解除すること、

川内村の避難指示解除準備区域を平成28年６月14日に解除すること、南相馬市の居住制限

区域及び避難指示解除準備区域を平成28年７月12日に解除することの３点について、御審

議いただきたいと存じます。 

 ３自治体においては、除染等の進捗により、十分な線量の低下が見られ、また、インフ

ラや生活関連サービスが概ね復旧したため、昨年から準備宿泊を実施しております。こう

した中、住民の方々、村長、市長、地元議会との対話を重ね、葛尾村・川内村・南相馬市

で避難指示解除を行うことについて、地元の御理解をいただきました。 

 以上を踏まえ、資料１「葛尾村・川内村・南相馬市の避難指示区域の解除について」を

原子力災害対策本部として決定することにしたいと存じます。 

 次に、議事２「避難指示解除と帰還に向けた取組」について御説明します。 

 お手元の資料２の１ページ目を御覧ください。 

 これまで、楢葉町をはじめ計３回避難指示を解除しました。しかし、避難指示の解除は

ゴールではなく、復興に向けたスタートです。解除後も政府一丸となり、復興に向けてし

っかりと取り組んでおります。 

 川俣町においては、昨年から帰還に向けた準備のための宿泊を実施しており、今後でき

るだけ早期に避難指示を解除できるよう、環境整備に努めてまいります。 
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 飯舘村・富岡町では、春のお彼岸、お花見、ゴールデンウィークのときに特例宿泊を実

施いたしました。浪江町においても、除染やインフラ復旧をより一層加速してまいります。 

 大熊町については、大川原地区を中心に復興に向けた取組が具体化しつつあります。 

 双葉町においては、中野地区を産業復興拠点とする構想が出されるなど、今後の復興に

向けた青写真が示されております。 

 以上でございます。 

○菅内閣官房長官 ただいまの説明に関連して、御発言がございます方。 

 髙木大臣。 

○髙木復興大臣 復興大臣でございます。 

 福島の復興に向けて３点申し上げます。 

 まず、葛尾村・川内村・南相馬市の避難指示の解除は、本格復興の第一歩であり、復興

庁としても、インフラ復旧や生活環境整備を着実に進めてきたところでありますが、今後

１人でも多くの住民が「ふるさと」での生活を再開できるよう、現場主義に立ち、最大限

の支援を行ってまいります。 

 第二に、風評・風化対策について、各省庁の御協力をいただき、Ｇ７伊勢志摩サミット

及び関連会合で復興状況の情報発信や被災地産品の提供等を行ってきました。また、６月

には、「東日本大震災５周年復興フォーラム」などを主催いたします。引き続き、国内外

への情報発信に取り組んでまいります。 

 第三に、「福島12市町村の将来像」の実現に向け、28日、2020年までのロードマップを

公表いたしました。関係省庁、自治体、民間と連携し、まちづくりや産業・生活の復興に

取り組んでまいります。 

 引き続き、各省庁にも御協力を御願いいたします。 

 以上でございます。 

○菅内閣官房長官 丸川大臣。 

○丸川環境大臣 環境省では、川内村については平成26年３月、葛尾村については平成27

年12月に面的除染を完了させているほか、南相馬市においては本年３月、計画どおり宅地

の除染が完了しており、これまでの事後モニタリングの結果から、除染の効果は概ね維持

をされております。 

 今後とも必要に応じてフォローアップ除染を行うほか、南相馬市においては宅地以外に

ついても平成28年度末までの完了をめざすなど、地元の皆様に寄り添った対応を引き続き
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丁寧かつ確実に実施をしてまいります。 

 残りの市町村についても避難指示解除に向け、平成28年度末までの面的除染の完了を目

指すとともに、仮置場の早期解消を図るため、中間貯蔵施設に係る取組を着実に実施をし

てまいります。 

 以上です。 

○菅内閣官房長官 ほかに御発言がある方。 

（なし） 

○菅内閣官房長官 それでは、葛尾村・川内村・南相馬市の避難指示解除について、御異

議ございませんでしょうか。 

（異議なし） 

○菅内閣官房長官 ありがとうございます。 

 原案のとおりとし、原子力災害対策本部の決定といたします。 

 最後に、安倍総理から御発言をお願いします。 

 ここでプレスが入ります。 

 

（報道関係者入室） 

（内閣総理大臣あいさつ） 

 

○菅内閣官房長官 それでは、総理、御発言お願いします。 

○安倍内閣総理大臣 本日、葛尾村の居住制限区域及び避難指示解除準備区域を６月12日

に、川内村の避難指示解除準備区域を６月14日に、南相馬市の居住制限区域及び避難指示

解除準備区域を７月12日に解除することを、それぞれ決定いたしました。 

「避難指示が解除されれば、地域の復興や活性化に貢献したい」、今年３月、南相馬市を

訪問した際の地元の高校生の言葉です。彼らの復興に向けた熱い想いに応えるべく、避難

指示の解除後、葛尾村・川内村・南相馬市を一層強力に支援してまいります。 

 帰還困難区域以外で避難指示が継続している区域について、遅くとも事故から６年後ま

でに解除し、ふるさとに「戻りたい」と考える住民の方々が早期に帰還できるよう、関係

大臣が連携して、解除に向けた環境整備に取り組んでいただきたいと思います。 

 改めて、「福島の復興なくして日本の再生なし」「閣僚全員が復興大臣である」との意

識を共有し、「必要なことは全てやり遂げる」という強い決意のもと、一日も早い福島の
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復興に向けて、政府として全力を挙げて取り組んでまいります。 

○菅内閣官房長官 ありがとうございます。 

 プレスはここで御退室願います。 

 

（報道関係者退室） 

 

○菅内閣官房長官 以上をもちまして、第40回原子力災害対策本部を終了いたします。あ

りがとうございました。 

以上 


